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退
職
者
連
合
は
７
月
15
日
、
連
合
会

館
・
大
会
議
室
で
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
役

員
、
代
議
員
、
来
賓
ら
２
０
０
名
で
、「
第

18
回
定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
連
合
よ
り
古
賀
会
長
、
民
主

党
よ
り
大
畠
幹
事
長
、
社
民
党
よ
り
福
島

前
党
首
の
三
人
が
出
席
し
、
挨
拶
を
し
ま

し
た
。
ま
た
中
央
労
福
協
、
労
金
協
会
、

全
労
済
の
各
代
表
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
議
長
団
に
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ

連
絡
会
の
大
熊
会
長
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ

会
）
と
Ｎ
退
協
の
柴
田
氏
の
２
名
が
選
出

さ
れ
、
議
事
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
ま
し
た
。 

    

退
職
者
連
合
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
阿
部
会
長
は
、
「
安
倍
政
権
の
横
暴

な
政
治
に
し
っ
か
り
対
決
し
、
当
面
１
０

０
万
退
職
者
連
合
を
目
指
し
な
が
ら
、
健

康
長
寿
で
社
会
貢
献
に
取
り
組
み
、
地
域

で
顔
の
見
え
る
運
動
を
進
め
よ
う
」
と
力

強
く
参
加
者
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。 

            
 

 
 

   

退
職
者
連
合
は
、
今
年
度
の
活
動
方
針
（
案
）

の
主
旨
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
の
生
活
は
年
金
減
額
の
一
方
で

増
税
、
介
護･

医
療
保
険
の
負
担
増
や
給

付
の
抑
制
な
ど
で
厳
し
い
中
、
「
全
世
代

型
支
援
の
社
会
保
障
で
、
〝
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
〟
」
の
実
現
を
目
指

し
、
「
信
頼
さ
れ
る
社
会
勢
力
」
と
し
て

自
ら
の
運
動
を
地
域
社
会
に
広
く
定
着
さ

せ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
３
・
11
を
風
化
さ
せ
な
い

活
動
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
な
い

社
会
の
実
現
、
社
会
保
障
関
係
要
求
実
現
の

取
り
組
み
、
３
０
０
万
会
員
の
実
現
、
低
所

得
高
齢
単
身
女
性
問
題
の
解
決
等
が
、
提
起

さ
れ
ま
し
た
。 

  

今
年
の
定
期
総
会
の
質
疑
応
答
は
、
今

ま
で
で
一
番
発
言
が
多
く
、
中
央
組
織
か

ら
は
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
と
鉄
道
退

職
者
の
会
全
国
連
合
会
（
国
労
）
、
地
方

組
織
か
ら
は
初
め
て
発
言
す
る
東
京
や

北
海
道
な
ど
の
８
人
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

発
言
の
主
な
も
の
は 


 

集
団
的
自
衛
権
は
絶
対
に
認
め
な
い 


 

自
民
党
寄
り
の
民
主
党
議
員
は
、 

出
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
も
結
構
だ 


 

来
年
の
統
一
地
方
選
で
は
、
公
開
質

問
状
を
出
し
て
推
薦
を
決
め
る 


 

９
・
15
全
国
高
齢
者
集
会
の
日
程
や
、 

デ
モ
コ
ー
ス
を
再
検
討
し
て
ほ
し
い 


 

地
方
代
議
員
の
数
を
増
や
し
て
は
ど
う
か 

な
ど
で
、
以
前
よ
り
踏
み
込
ん
だ
具
体

的
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
昨
年
ま
で
と
違
っ
た
点
で
あ
り
、
退
職 

 

者
連
合
の
運
動
に
、
皆
が
大
き
な
期
待
を

か
け
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
か
ら
は
、
伊
藤 

事
務
長
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
）
が
「
安

倍
政
権
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
〝
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
〟
の
放
送
内
容
に
も
口
を
出
す

ほ
ど
、
国
民
の
日
常
生
活
の
中
に
浸
透
し

て
来
て
い
る
。
ボ
ケ
る
事
な
く
、
現
代
社

会
の
動
き
に
敏
感
に
反
応
し
て
行
き
た

い
。
退
職
者
連
合
が
取
り
組
ん
だ
国
会
傍

聴
行
動
は
、
社
会
保
障
制
度
を
勉
強
す
る

い
い
機
会
に
な
っ
た
。
今
後
は
院
内
行
動

と
合
わ
せ
て
、
国
会
前
や
首
相
官
邸
前
な

ど
の
院
外
大
衆
行
動
の
取
り
組
み
の
検

討
を
お
願
い
し
た
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

    

 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
３
年
前
か
ら
地
域
の 

退
職
者
連
合
へ
加
盟
す
る
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
折
し
も
退
職
者
連
合 

も
、
３
０
０
万
組
織
を
目
指
し
て
組
織
拡 

大
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
時
期
と
丁
度

重
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
方
組
織

へ
の
加
盟
に
つ
い
て
は
、
進
め
て
い
き
ま
す
。 

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
世
代
に
な
る

の
が
10
年
後
で
す
。
ま
さ
し
く
超
高
齢
化 

社
会
が
間
近
に
せ
ま
っ
て
き
て
い
る
今
日
、

社
会
保
障
制
度
の
問
題
は
、生
き
て
行
く
上 

で
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
切
実
な
問
題 

で
す
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、 

退
職
者
連
合
が
中
心
に
な
ら
な
け
れ
ば
前 

進
し
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ

Ｂ
会
は
、
し
っ
か
り
支
え
ま
し
ょ
う
。 

〝
退
職
者
連
合
、
が
ん
ば
れ
〟 

そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
来
そ
う
で
す
。 
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)） 

退職者連合第 18回定期総会報告 

「
顔
の
見
え
る
運
動
」
を 

訴
え
る
阿
部
会
長 

提
起
さ
れ
た
活
動
方
針
は 

活
発
だ
っ
た
質
疑
応
答 

高
ま
る
行
動
す
る 

 
 

退
職
者
連
合
へ
の
期
待 

退職者連合第１８回定期総会（全景） 

 

安倍内閣の暴走にストップをかけ  
安心して暮らせる社会をつくる方針を決定 

ＪＲ東労組ＯＢ会の大熊氏が議長団で総会をリー
ド 



        

７
月
25
日
午
前
８
時
25
分
、
晴
れ
渡
っ
た
長

岡
駅
前
か
ら
女
性
６
名
を
含
む
42
名
の
激
励
団

を
乗
せ
、貸
し
切
り
バ
ス
は
一
路
参
議
院
議
員
会
館

へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。 

バ
ス
の
中
は
、
顔
見
知
り
が
多
く
和
や
か 

な
雰
囲
気
で
、「
た
し
ろ
議
員
」
の
活
躍
ぶ
り
を
紹

介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、配
布
さ
れ
た
資
料
等
で

学
習
を
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。 

途
中
休
憩
を
３
回
と
る
な
ど
関
越
道
は
予
定
通

り
順
調
で
し
た
が
、首
都
高
が
渋
滞
と
の
情
報
が
入

っ
た
た
め
、一
般
道
に
降
り
て
議
員
会
館
を
目
指
し

ま
し
た
。そ
の
た
め
に
議
員
会
館
の
到
着
予
定
時
間

の
12
時
50
分
を
大
幅
に
遅
れ
る
中
、
片
桐
中
執
、

本
部
Ｏ
Ｂ
会
伊
藤
事
務
局
長
と
川
崎
事
務
局
次
長

が
、
炎
天
下
の
中
で
歓
迎
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
バ
ス

の
到
着
を
迎
え
て
頂
い
た
こ
と
に
参
加
者
は
感
激

し
ま
し
た
。 

 

            
 

          

バ
ス
か
ら
降
り
た
参
加
者
は
、
参
議
院

議
員
会
館
の
地
下
一
階
に
あ
る
会
議
室
で
、

た
し
ろ
議
員
よ
り
、
政
治
姿
勢
と
現
在
進

め
て
い
る
取
り
組
み
の
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

特
に
解
釈
改
憲
の
も
と
で
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
に
対
し
、超
党
派
で「
立
憲
主
義
を
守
る
闘
い
」

を
行
っ
て
い
る
事
、
ま
た
、
社
会
福
祉
が
充
実
し
「
人

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
た
い
」
と
の
発
言

に
一
同
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
途
中
で
新
潟
選
挙
区
の
田
中
直
樹

参
議
院
議
員
が
現
れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ

り
、
た
し
ろ
議
員
と
国
土
交
通
バ
ス
議
連

で
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
頑
張
っ
て
い
る
と
自

己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
た
し
ろ
議
員
の
話
を
聞
い

て
意
見
交
換
し
よ
う
と
準
備
し
て
い
た
Ｏ

Ｂ
会
員
も
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
な
く
て

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
後
、
激
励
団
一
行
は
「
た
し
ろ
か

お
る
議
員
」
と
記
念
の
集
合
写
真
に
収
ま

り
、
２
年
後
の
再
選
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。 帰

り
の
バ
ス
の
中
で
は
、「
も
っ
と
意
見

交
換
す
る
時
間
が
欲
し
か
っ
た
」
「
原
発
問

題
の
事
が
聞
き
た
か
っ
た
」「
身
近
に
た
し

ろ
議
員
を
見
れ
て
よ
か
っ
た
」
「
ま
た
開
催

し
て
ほ
し
い
」
「
回
り
の
人
に
、
今
日
の
話

を
す
る
」
等
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

                             

 

今
回
の
取
り
組
み
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
定
期
総
会

で
決
定
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
い
て
、
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ

会
の
役
員
会
や
幹
事
会
等
で
議
論
を
重
ね
、
い
く
つ

か
の
課
題
を
克
服
し
て
や
っ
と
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
は
東
京
か
ら
距
離
が
あ
る
た
め
「
出
発
地
点
を

ど
こ
に
す
る
か
」、「
参
加
者
が
集
ま
れ
る
の
か
」、

「
日
帰
り
強
行
軍
で
健
康
は
大
丈
夫
か
」

等
様
々
な
声
は
あ
り
ま
し
た
が
、
帰
り
の

バ
ス
の
中
は
「
国
会
に
行
き
、
た
し
ろ
議

員
と
話
し
合
え
た
充
実
感
」
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。 

（ 

新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会 

） 

   

 
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
「
た
し
ろ
か
お
る
激
励
行
動
」報
告 

16
時
間
の
長
旅
も
何
の
そ
の
‼ 

国
会
へ
バ
ス
で
一
番
乗
り 

  

 

 

 

7月 22日、美世志会の上告審での逆転勝利を目指した最高

裁に対する「浦和電車区事件を支援する首都圏退職者の会」の 

要請行動に、本部ＯＢ会と首都圏のＯＢ会員 16名が美世志会

の上原代表とともに参加してきました。 

昨年 12月 11日「地位確認等請求事件」控訴審での不当判

決に対し、最高裁に「上告理由書及び上告受理理由書」を 2

月に美世志会が出して以降、口頭弁論の開催を求める約３０回

を超える要請行動の一環として、首都圏在住のＯＢ会員を中心

に取り組んできました。 

当日、集まった会員は、対応の訟廷主席書記官補佐に「裁判

の不当性」「憲法に保障された団結権」「公正な口頭弁論の開催」

など各自がそれぞれの思いを訴えました。 

その後一行は、「たしろ議員」激励のため参議院議員会館の

事務所を訪れました。たま

たま先着していた現役の

青年部員と交流を行ない

2年後に迫った「たしろ選

挙」に向けた熱い意見交換

を行ってきました。 

 

 

 

 

 
 

 
 

東京地本ＯＢ会は7月21日、田端会議室で「工務関係ＯＢ・エルダー・

出向者の集い」を 25 名の参加者で初めて開催しました。遠くは新潟県にあ

る信濃川発電所からも参加があり、また現役の役員も参加し、有意義な集い

となりました。 

この集いは昨年の本部ＯＢ会が開催した｢工務職場ＯＢの交流｣の地方版

を東京でつくろうと工夫して企画したもので、かって分会の役員経験者を中

心に声をかけました。 

集いは森下事務局長の進行で進められ、工務職場から初めて地本書記長に

就任した阿部書記長が講演をしました。『ぬくもりのある強靭な組織をつく

ろう！』と銘打って、日本の政治・社会の現実から目をそらさず、労働者的

視点で平和を築いて行こう、そのために「たしろかおる選挙の取り組み」に

ご協力を、と要請されました。 

これからも、工務の仲間が集まり旧交を温め、ＯＢと現役の交流の場を創

って欲しいと要望がありました。 

その後懇親会に移り、 

盃をかわしながら次回 

の開催を約束し楽しい 

一日を過ごしました。 

 （東京地本ＯＢ会） 

 

 

 

 

東京地本ＯＢ会が 

工務ＯＢ・エルダー・出向者の集いを開

催！ 

阿部書記長を囲んだ工務職場の仲間 

ＯＢ会が最高裁要請行動に参加‼ 

要請行動に参加したＯＢの皆さん 
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)） 

時
間
が
少
な
く
・
・
・ 

苦
労
し
た
が
、
充
実
感
も 

 情勢を熱く語るたしろ議員 

たしろ議員を囲んで記念写真の新潟地本ＯＢ会激励団の皆さん 


